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令和３年度支部ＫＰＩ達成状況及び令和４年度ＫＰＩ進捗状況

2

対象者数 実績数

1 生活習慣病予防健診実施率 67.1% 59.0% 117,294 69,150 × 23 67.1% 20.0% 7月末
時点

2 事業者健診データ取得率 7.7% 8.4% 117,294 9,894 ◎ 28 10.0% 2.1% 7月末
時点

3 被扶養者の特定健診実施率 30.0% 23.4% 30,511 7,153 × 42 30.0% 5.0% 7月末
時点

4 被保険者の特定保健指導の実施率 26.4% 16.7% 15,867 2,643 × 33 31.6% 6.8% 7月末
時点

5 被扶養者の特定保健指導の実施率 7.0% 7.4% 674 50 ◎ 35 10.1% 3.6% 7月末
時点

6
受診勧奨後3か月以内に医療機関を
受診した者の割合

12.3% 10.7% 2,986 320 × 19 12.4%

7 健康宣言事業所数 600 606 ◎ 710 648 9月末
時点

8
全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所
の被保険者数の割合

57.5% 57.5% 〇 16 58.5% 57.5% 9月末
時点

9 ジェネリック医薬品使用割合 83.0% 82.8% × 8 82.8% 82.6% 5月末
時点

10
効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構
想調整会議や医療審議会等の場において、医療データ等を活
用した効果的な意見発信を実施する

実施 未実施 × 実施 未実施
9月末
時点

※１．項番1～８については、「◎」はKPI達成、「〇」はKPI概ね達成（KPIの95%以上）、「×」は未達成（KPIの95%未満）。項番９、10については「◎」KPI達成、「×」は未達成。

※２．令和４年10月１日時点で把握している実績。

実績※2

項
番

項目

令和３年度 令和４年度

ＫＰＩ 実績 達成状況※1 全国順位 ＫＰＩ
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健診受診率等

年度
生活習慣病予防健診

受診率

事業者健診データ

取得率
特定健診受診率

特定保健指導

実施率（初回面談）

勧奨後３月以内

受診率

コラボヘルス宣言

事業所数

2019 63.0% 7.7% 23.0% 25.9% 10.2% 428

2020 61.6% 3.4% 20.6% 19.5% 10.7% 516

2021 59.0% 8.4% 23.4% 25.5% 10.1% 606

健診受診率等

年度
生活習慣病予防健診

受診率

事業者健診データ

取得率
特定健診受診率

特定保健指導

実施率

勧奨後３月以内

受診率

コラボヘルス宣言

事業所数

2019 63.0% 7.7% 23.0% 25.9% 10.2% 428

2020 61.6% 3.4% 20.6% 19.5% 10.7% 516

2021 59.0% 8.4% 23.4% 25.5% 10.1% 606

※　「勧奨後３月以内受診率」の2021年度について、レセプトによる受診状況が確認できる2021年7月健診受診分（2022年1月発送分）までを集計対象としている。

課題シート Ⅰ

3

※算定ベースで算出 ※算定ベースで算出

1

◎一人当たり医療費は年々増加傾向にあり、全国で最も高い

   ・入院の一人当たり医療費における全国平均との差が大きい

    ・入院外医療費では、循環器系、内分泌系の疾病の比率が高い

    ・受診勧奨後に未治療者が受診する割合が低い
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課題シート Ⅱ
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男性
女性

（※）地域差指数－１とは、医療費等の地域差を表す指標として、１人当たり医療費
等について、年齢調整し、全国平均を０として指数化したものであり、０より大きい数
値であれば、全国平均より高い水準にあり、０より小さい数値であれば、全国平均より
低い水準にあることを示しています。

地域差指数-1

2019 16.3% 0.078

2020 16.5% 0.074

2021 16.3% 0.052

年度
⑥代謝のリスク保有率

2
◎新規人工透析導入者の割合が年々増加している

    ・代謝リスク保有率が全国の中でも男女ともに高く、支部全体でも増加傾向にある
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重点施策シート Ⅰ

 入院の一人当たり医療費における全国平均との差が大きい

 入院外医療費では、循環器系、内分泌系の疾病の比率が高い

 様々な媒体を組み合わせた広報の実施【9頁：取組詳細Ⅰ-1】

 効果的な勧奨方法による受診勧奨の実施

◎ 一人当たり医療費は年々増加傾向にあり、全国で最も高い

 受診勧奨後に未治療者が受診する割合が低い

課題解決のため実施した取組

 事業主が従業員への受診勧奨の重要性を認識できる
効果的な啓発文書の送付【11頁:取組詳細Ⅰ-2】

課題
①

これまでの
主な取組

②

今後の
重点施策

③ 課題解決のため今年度実施している取組

 「上手な医療のかかり方」に関するリーフレット、軽減額通知の送付
【12頁：取組詳細Ⅰ-3】

課題解決のため実施した取組
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重点施策シート Ⅰ

①課題

◎一人当たり医療費は年々増加傾向にあり、全国で最も高い
・入院の一人当たり医療費における全国平均との差が大きい
・入院外医療費では、循環器系、内分泌系の疾病の比率が高い
・受診勧奨後に未治療者が受診する割合が低い

②これまでの
　取組と評価

◎これまでの取組と結果
・保険料率及び医療費が全国一高いことを加入者に周知するため、様々な広報媒体（新聞・テレビ・ラジオ・WEB）を
組み合わせた広報の実施
→支部実施の意識調査（WEBアンケート）によると佐賀支部の一人当たり医療費が高いことを「知っている」と回答し
た者の割合が22％（平成30年度）から38％（令和2年度）と、認知率は向上している

・本部実施一次及び二次勧奨該当者への効果的な受診勧奨方法による実施
・事業主が従業員への受診勧奨の重要性を認識できる効果的な啓発文書の送付
→勧奨方法を電話勧奨（外部委託）にシフトしたこと、年度早期に開始できるよう進めたことで、受診率（KPI）は
10.7％（令和3年度）と着実に向上している。令和4年度実施した啓発文書については、事業主へのアンケートを実施の
うえ効果検証予定

◎取組に関する評価
・引き続き、佐賀支部の医療費・保険料率の現状について、メディアミックスを取り入れて幅広く展開し、加入者や事
業主に対し、保険料率及び医療費が全国一高いということをまずは知っていただいたうえで、生活習慣の改善や受診行
動変容への動機づけを行うことが重要であると考える

③今後の重点施策
  とその検証方法

◎「上手な医療のかかり方」に関するリーフレット、軽減額通知の送付
・直近１年間で2か月以上、外来で時間外、休日や深夜に医療機関を受診した者（緊急性の高い者を除く）に対して、
「上手な医療のかかり方」に関するリーフレットを送付し、行動変容（平日の日中に受診）を促す。あわせて、地域の
限りある医療資源を守るために、一人一人が出来ることを考える契機とする

◎検証方法
・通知送付後の改善状況について、抽出した送付対象者のうち、ランダムに介入群、対照群を選定し、通知送付前後の
受診状況をレセプトで確認する（ランダム化比較試験）

【 9頁：取組詳細Ⅰ-1 】

【 11頁:取組詳細Ⅰ-2 】

【 12頁：取組詳細Ⅰ-3 】
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重点施策シート Ⅱ

 代謝リスク保有率が全国の中でも男女ともに高く、支部全体でも増加傾向にある

◎ 新規人工透析導入者の割合が年々増加している

 宣言事業所数の拡大を目的とした、幹部及び職員による訪問勧奨【13頁：取組詳細Ⅱ-1】

 健康経営の質の向上を目的とした、保健師等専門職による事業所支援等の介入【15頁：取組詳細Ⅱ-2】

課題解決のため実施した取組

課題
①

これまでの
主な取組

②

今後の
重点施策

③ 課題解決のため今年度実施している取組

 未宣言事業所に対する幹部及び職員による健康宣言勧奨の継続

 専門職による支援を通じた、代謝リスク等の改善に取り組む事業所数の増加
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重点施策シート Ⅱ

①課題
◎新規人工透析導入者の割合が年々増加している
・代謝リスク保有率が全国の中でも男女ともに高く、支部全体でも増加傾向にある

②これまでの
　取組と評価

◎これまでの取組と結果
・健康宣言事業所数の拡大を目的とした、未宣言事業所に対する幹部及び職員による訪問勧奨（医療費適正化PT）
→訪問事業所数31事業所、取り組みを通じて新規健康宣言を23事業所獲得（令和3年度）

・健康経営にかかる取り組みの質の向上を目的とした、保健師等専門職による事業所支援等の介入
→介入事業所数319事業所、代謝リスク等の改善の他、喫煙、食習慣、運動習慣等の取り組みについてアドバスを行っ
た（令和3年度）

◎取組に関する評価
・健康宣言勧奨の際に、幹部が同行することで、健康経営にかかる説明を裁量権のある役職の方に対して行うことが可
能となり、新規健康宣言の獲得増加につながった。また、健康宣言事業所に専門職を介入させることで、代謝リスク等
の改善に協会けんぽと一緒に取り組む事業所数を増やすことができた。佐賀支部の課題である新規人工透析導入者を減
らすためには、代謝リスクのほかに、血圧リスクや肥満リスク、脂質リスクの回避も重要であることから、今後も専門
職の介入によるコラボヘルスを継続する

③今後の重点施策
  とその検証方法

◎代謝リスク対策の強化
　・未宣言事業所に対する幹部と職員による健康宣言勧奨を継続する
　・専門職による支援を通じて、代謝リスク等の改善に取り組む事業所数を増加させる
◎検証方法
　・健康宣言事業所での介入群と対照群の代謝保有リスク等の推移を比較し、効果を検証する

【 13頁：取組詳細Ⅱ-1 】

【 15頁：取組詳細Ⅱ-2 】
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保険料率及び医療費が全国一高いということを加入者に伝えたうえで、動作指示を行い、医療費適正化に
つながる受診行動等の変容を図る。実施にあたっては、様々な広報媒体（新聞・テレビ・ＷＥＢ）を
組み合わせ、より効果的な広報を実施する。

取組詳細 Ⅰ-1

加入者の行動変容のための広報

佐賀県民にお馴染みの「佐賀の八賢人」を使用したプロモーション

■事業概要

■作成広報資材

【YouTube配信】

佐賀県民に馴染みのある八賢人を起用し、
ストーリー性のある長尺動画（１分程度）を制作

〈再生回数〉
健診編 …   8,154回

健康経営編 … 10,249回
インセンティブ制度編 … 14,959回

15秒CM … 48,968回 （令和3年度実績）

【WEB広告】(YouTube配信に誘導）

ターゲット層（40～75歳未満）に訴求効果のある
「LINE広告」「Yahoo!ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ広告」を使用して
インターネット広告を配信

〈配信量〉
LINE … 3,480,453 imp

Yahoo! … 4,220,761 imp
（表示回数）

〈クリック率〉
LINE … 0.37 ％

Yahoo! … 0.06 ％

（令和3年度実績）

バナークリックから動画に誘導
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【賢人×健診 ポスター制作】

インターネット広告で使用したバナーを使用してポスターを３種類制作

健康保険委員宛の情報提供や、事業所へ勧奨文書を送る際などに同封す
ることで、幅広く加入者へ訴求

〈送付日〉

・健康保険委員宛…令和4年3月 , 5月 , 9月の3回（３種類）

・事業所宛…令和4年８月（がばい健康企業宣言の募集勧奨時に同封）
・その他、県内商工会議所や健診委託機関などへ送付

【紙媒体への広告掲載】

◀ 令和3年度

佐賀新聞社の生活情報誌「Fit ECRU」へ広告掲載

新聞に折込されるタブロイド紙のため、インターネット広告では
網羅できないターゲット層へ訴求

〈掲載日〉

令和4年2月18日 , 3月4日 , 3月18日の3回

◀ 令和4年度

佐賀新聞社の生活情報誌「Fit ECRU」および佐賀のママのための
フリーペーパー「ワイヤーママ」へ広告掲載

「Fit ECRU」については新聞に折込されるタブロイド紙のため、
健康経営をテーマに経営者層へ訴求

「ワイヤーママ」については子育て支援情報誌のため、
特定健診をテーマに子育て世代へ訴求予定

〈掲載日〉

「Fit ECRU」 … 令和4年９月から11月の3回

「ワイヤーママ」… 令和4年12月から令和5年2月の3回
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取組詳細 Ⅰ-2

従業員の健診受診後３か月以内の要治療者（令和２年度）が1人でもいる事業所に対して啓発チラシを送付すること

で、事業主から要治療者へ速やかな受診促進を図る。

文書による事業主への受診勧奨協力依頼

■事業概要

■啓発チラシ

■送付時期

令和４年８月１日

■送付事業所数

3,300事業所

※ 健診受診者リスト・未治療者リスト（令和２年度）から

事業所ごとの要治療者の人数を算出のうえ抽出

11

■取り組み結果
啓発チラシの活用方法などについて

およそ30事業所より、問い合わせあり
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取組詳細 Ⅰ-3

レセプトデータを元に直近1年間で2回以上、外来で時間外や休日に医療機関を受診した者（緊急性の高い者を除く）
に対して、「上手な医療のかかり方」に関する情報提供を含めた軽減額通知を送付し、行動変容（平日の日中に受診）
を促すとともに「上手な医療のかかり方」の推進を通じて、医療費適正化のほか、地域医療提供体制の維持及び医師の
働き方改革に貢献すべく、不要不急の「夜間・早朝・時間外」の受診を抑止する。

適正受診に関する軽減額通知

■事業概要

■通知文書（案）

■想定送付対象者数

2,300名程度 ※ 医療機関の受診状況等により、前後する可能性がある。

■送付時期

令和５年１月予定
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がばい健康企業宣言事業所の拡大を目的とした事業所訪問（医療費適正化PT)

取組詳細 Ⅱ-1

■事業概要

健康企業宣言について文書勧奨後、支部全職員（幹部及び担当者のペア）により、訪問・電話による後追い勧奨
を実施することで事業主の理解を深め、文書送付だけでは宣言につながらなかった事業所を健康企業宣言につな
げ、宣言事業所数の増加を図る。

■スケジュール（令和4年度)
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訪問拒否理由

・コロナ感染拡大のため
・繁忙期であり忙しい

・担当者が退職して余裕がない など

訪問不要理由

・健康企業宣言エントリー済

・アポ電話時に説明が終わったため など

※ 訪問した事業所31事業所のうち、宣言に繋がったのは6事業所

文書・電話勧奨のみで宣言に繋がった事業所が17事業所
（資料送付のみを希望された事業所には、適宜関係する資料を送付した）

接触 未接触

訪問対象72事業所のうち

59事業所と接触（82.0％）

59

13

訪問 訪問拒否 訪問不要

接触事業所59事業所のうち

・ 訪問 31事業所

・ 訪問拒否 19事業所

・ 訪問不要 9事業所

31

19

9

訪問 訪問以外

宣言事業所23事業所のうち

・ 訪問による 6事業所

・ 訪問以外による 17事業所

17

6

訪問による後追いで健康企業宣言について改めて説明することで事業主の理解が深まり、
文書送付だけでは宣言に繋がらなかった事業所についても、一定数が宣言したものと考えられる。

がばい健康企業宣言獲得事業所数・・・23※

事業所

取り組み詳細 Ⅱ-1

■取り組み結果（令和3年度）
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保健師等専門職による事業所支援等の介入

取り組み詳細 Ⅱ-2

■事業概要

健康経営に取り組んでいるが、優良企業認定には至っていない事業所に保健師等専門職によるフォローを実施し、事業所のヘルスリテラ
シー向上を通じて従業員等の健康増進への動機づけを図る。これにより健診受診率や特定保健指導実施率を向上させることはもとより、
従業員等（加入者）への健康増進の取組みを活性化させる。（質の向上）

■スケジュール（令和3年度)

※ 実施結果レポートとは・・・健康宣言事業所より１年間の取り組みの振り返りとして提出いただくもの。提出のあった事業所のうち、
必須項目および選択項目の過半を満たす場合、優良企業として佐賀支部が認定している

■取り組み結果

「がばい健康企業宣言」優良企業について、介入した事業所のうち新たに141事業所を認定
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意見聴取（意見交換） Ⅰ

分野 広報・意見発信

所管 企画総務グループ

取組名 加入者の行動変容のための広報【Ⅰ-1】

概要
保険料率及び医療費が全国一高いということを継続して加入者に周知することで、医療費適正化
への動機づけをし、具体例（動作指示）を挙げながら、医療費適正化につながる行動変容を図る

令和4年度予算 3,907,860 円

ご意見いただきたい内容

・ 協会けんぽからの広報を加入者に効果的に届けるためには、どのような広報媒体が有効と思われますか？

分野 重症化予防事業

所管 保健グループ

取組名 重症化予防対策【Ⅰ-2】

概要 事業主へ受診勧奨協力依頼文書、啓発文書送付

令和4年度予算 349,400 円

ご意見いただきたい内容

・ 「行動意識」・「健康意識」の低い層を受診につなげるために、どのような働きかけがあれば効果があると思われますか？
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意見聴取（意見交換） Ⅱ

分野 コラボヘルス事業

所管 企画グループ・保健グループ

取組名 健康企業宣言推進事業【Ⅱ-1,Ⅱ-2】

概要
数の拡大：広く広報活動を推進（パンフレット、宣言証、優良認定証、ポスター等の作成）
質の向上：優良企業認定制度を契機とした「健診」「特定保健指導」を導入する健康宣言事業所の増加

令和4年度予算 1,905,200 円

ご意見いただきたい内容

・ 健康経営を推進するにあたり、協会けんぽから、どのようなサポートがあれば活用したいと思われますか？


